SHARP 


ダウ ン ラ イト LED 照 明 150/100 形 
工事 説明 書 ぉ xo 取 扱 説明 書 


が ジア 


生計 形 名 DL - D1502N 150 形 


調 光 器 対 応 


角 ( 透 明 パ ネ 


DL- D1 504N 150 形 


角 ( 半 透明 パネ ル ) 昼 


DL-D1002N 100 形 


中 角 ( 透 明 パ ネル ) 昼 


DL-D1004N 100 形 


角 ( 半 透明 パネ ル ) 昼 
ディ ー エ ルリ ディー 


1 


502L 150 形 


中 角 ( 透 明 パ ネル ) 電球 


DL-D1 504L 150 形 


広角 ( 半 透明 パネ ル ) 電球 色 


DL- D1002L 100 形 


中 角 ( 透 明 パ ネル ) 四 


DL- D1004L 100 形 


角 ( 半 透明 パネ ル ) 電球 色 


安全 上 の ご 注意 必ず お 守り くだ さい 


お 使い に な る 人 や 他 の 人 へ の 人 危害 、 財 産 へ の 損害 を 防 
止 す る た め 、 お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 


較 表 示 を 無 人 UE 誤っ た 取り 扱い を する こ (el 還 
よっ て 生じ る 内 容 を 次 の よう に 区 分 し て いま す 。 


令 女 クー 「 死 亡 ま た は 重傷 を 負う お それ が 
F コ ある ] 内 容 で す 。 


= 「 軽 傷 を 負う 、 ま た は 財 
? 届 \ を 受け る お それ が ある 」]」 


較 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 、 
次 の 表示 で 区 分 し て いま す 。 


QO し て は いけ な い 禁 止 内 容 で す 。 


産 に 損害 
内 容 で す 。 


必ず し な けれ ば な ら な い 強 制 内 容 
で す 。 


この 器具 の 施工 に は 電気 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 取 付 工 事 は 必ず 電気 工事 店 に 依頼 し て くだ さい 。 


お 願い 


還る 施工 上 の ご 注意 


e 工事 が 終了 し まし た ら 、 形 名 、 設 置 完了 日 、 
4 ペー ジ に 記入 し て 、 


販売 店 (工事 店 ) 名 を 
この 説明 書 を 必ず お 客 様 に お 渡し くだ さい 


の 8 見 を 改造 し たり 、 部 属 を 変更 し て 合う こと は 絶対 ) 
に や め る 。 (器具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 
RO 8A で す 。 容量 を 超え る し 
な い 。 照明 吉 具 以外 の 負荷 は 接続 し な い 。( 発 熱 、 火災 の 原因 
@ 器 具 に 他 の 荷重 を か け な い 。 燃え や すい 物 で 履 わ な い 。 
落下 、 感 電 、 焼 損 、 火 災 の 原因 
住宅 の 断 部 材 施工 天井 で は ご 使用 as 

で きま せん 。 

住宅 以外 の 断熱 材 施工 天井 内 に 使 | 不 
H す る 場合 に は 「 断 熱 材 ・ 防 音 材 
の 施工 方 法 に つい て 」 に 示す 施工 
が 必要 で す 。 [3 (火災 の 原因 )) 


@ 電 源 線 の 接続 は 、 本 説明 書 の 「 器 具 の 取付 方 法 ]」 に し た が っ 
て お こ な う 。( 接 続 が 不 完全 な 場合 、 発 熱 、 火 災 の 原因 ) 
人 @ 複 数 の 器具 を 取り 付け る 場合 は 適当 な 間隔 を あけ る 。 
(発熱 、 火 災 の 原因 ) 
⑧ 和 器具 と 被 照射 面 は 50cm 以 上 離す 。 ドア の 開閉 範囲 、 家具 な どの 
可燃 物 に 近づけ な いよ うに 施工 する こと 。 (発熱 、 変 色 の 原因 ) 
@ 表 示さ れ た 定格 電圧 士 109% 内 で 使用 する 。 


ゆ 


© 


@ こ の 器具 は 天井 埋 込 専用 器具 で す 。 傾 斜 天 井 、 壁面 
に は 取り 付け な い 。 重量 に 耐え る 場所 に 設置 する 。 
(指定 以外 の 取付 を お こ な う と 器具 落下 の 原因 ) 
@ こ の 器具 は 防湿 形 で は あり ませ ん 。 湯気 、 湿 気 の 多 い 場 所 
や 結 規 する 場所 で は 使わ な い 。( 絶 緑 不良 、 感 電 の 原因 ) 
信 一 股 屋内 用 器具 で す 。 直射 日 光 の 当たる 場所 、 振動 の あ 
る 場所 、 腐 食性 ガス の 発生 する 場所 、 雨 の 吹き 込み を 受 
ける 場所 で は 使わ な い 。 (感電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 ) 


し ( 短 寿命 、 火 災 の 原因 ) 


ノ 


信 周 囲 温度 は 5ー35C の 範囲 で 使用 する 。 
(発熱 、 短 寿命 の 原因 ) 
人 @ 碧 具 を 密閉 し た 空間 に 設置 し な い 。 
(発熱 、 短 寿命 の 原因 ) 
人 @ 取 付 面 が クロ ス 貼 り の 場合 、 接 着 剤 が 十分 乾燥 し て 
か ら 取 り 付 ける 。( サ ビ 、 変色 の 原因 ) 
人 @ 設 置 の 際 は 必ず 電源 を 切り 、 手袋 な どの 保護 具 を 使 
用 する 。 濡 れ た 手 で 器具 を 取り 扱わ な い 。 
(感電 、 ケ ガ の 原因 ) 
⑧ 調 光 器 は PWM 調 光信 号 方 式 の も の を 使う 。 
(動作 不良 、 故 障 の 原因 ) 


et 使用 上 の ご 注意 


人 @ 点 灯 中 や 消灯 直後 の 器具 に は さわ ら な い 。 


ペア 
@ 器 具 を 改造 し た り 、 部品 を 


へ 


(や けど の 原因 ) 


(スト ー ブ や ガス コン ロ ) や 湿気 


変更 し て 使う こと は 絶対 に @LED を 直視 する こと は や め る 。 
や め る 。 @ 器 具 を アル カリ 洗剤 や 薬品 な ど で 拭い た り 殺 下剤 を か けた り し な い 。 (故障 、 落下 、 感電 の 原因 ) 
( 仙 具 落下 、 感 十 、 火 災 の 原因 ) @ お 手入れ の 際 は 必ず 電源 を 切り 、 乾 いた 柔らか い 布 で 拭き 取る か 、 柔 ら か 
ぐ 朱 具 可 迷 層 で 林 つ た り 、 @ い 布 を 中 性 洗剤 の 1 一 5% の 水溶 液 を 用 いて 浸し 、 よ く 絞 っ て か ら 汚 れ た 部 
燃え や すい も の を 近づけ な 分 を 拭き 取っ て くだ さい 。( 部 品 の 変色 、 劣 化 、 感 電 の 原因 ) 

い 。 (発熱 、 火 災 の 原因 ) @ 周 囲 温度 は 5 一 35C の 範囲 で 使用 する 。 (発熱 、 短 寿命 の 原因 ) 

⑧ 和 器具 の 下 に 温度 の 高く な る も の @ 照 明 器 具 に は 寿命 が あり ます 。 設置 し て 8~10 年 経つ と 、 外観 に 異常 が な 


EA AR 点検 ・ 交 換 を お すす めし ます 。 


を 発生 する も の な を 置か な い 。 (使用 条件 は 財団 湯 度 30C で 1 日 10 時 間 点 ]、 年 間 3.000 時 剛 点 且 で す 。 : JIS C8105-1 鯉 に よる ) 
( 感 理 、 火炎 の 原因 9 年 に 1 回 は [安全 チェ ッ ク シ ー ト 」 に より 自 皇 点検 、 お よび S 年 に 1 回 は 
eS 事 店 な どの 専門 家 に よる 点検 を 実施 し て くだ さい 。 
衝 、 貞 い な ご 還 党 を 感じ た ら 、 (「 安 全 チ ェ ッ クシ ー ト 」 は 弊社 ホー ムペ ー ジ か ら ダ ウン ロー ド で きま す ) 
a ※ 点 検 せ ず に 長期 間 使 い 続け る と 、 ま れ に 、 発 煙 ・ 発 火 ・ 感 電 に 至る お そ 
に 感電 、 入 災 の 原因 ) ノノ し れ が あり ます 。 ノ 


@LED 光 源 に は バラ ツキ が ある た め 、 同 一 形 名 商品 で も 商品 ご と に 発光 色 、 明 る さ が 異 な る 場合 が あり ます の で 
ご 了承 くだ さい 。 ま た 、 照 射 距 離 が 近い 場合 や 照射 面 な ど に よっ て 光 ム ラ が 気 に な る 場合 が あり ます 。 

@ 周囲 温度 が 高い 場合 や 点灯 時 間 が 長い 場合 な ど は 寿命 が 短く な り ま す 。 

調 光 器 の 調 光 率 (9%6) と 目 の 感じ る 明る さ の 関係 は 一 致し な い 場 合 が あり ます 。 

@ 調 光 器 に より 調 光 動 作 が 異な る 場合 が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 

@ 使用 する 調 光 器 に よっ て は 、 ラ ジオ ・ テ レビ 等 に 雑音 が 入る 場合 が あり ます 。 


己 還 々 器具 の 取り 付け は 確実 に し て くだ さい 。 器具 落 下 の 原因 と な り ま す 。 
員 具 の 取付 方 法 e 安全 の た め 、 取 り 付 け 高 さ に 応じ た 適切 な 作業 台 や 脚立 を 用 いて お こ な う 。 


1 . 埋 込 穴 を あけ る 音 部 の な まえ 


専用 の 工具 で 天井 に 埋 込 穴 の 155( 一 0O/ 圭 6)mm を あけ る 。 
取付 前 に 器具 重量 や 操作 に 十分 に 耐 える よう 、 取 付 部 の 強度 。 際 MJSfo OTTOTTTT こ 」 
を 確保 する 。 器 具 上 に 10cm 以 上 の スペ ー ス が 必要 で す 。 調 光 用 端子 台 -----------= デ ーー- ) 
天井 裏 の 構造 に 注意 。B< ラ > 2 
※ 取 付 可能 天井 厚 は 、 5 こら 5mm で す 。 ヒー トミ ンク ニュ ーー / 
※ 埋 込 力 に で きた バリ は 十分 に 取り 除い て 

くだ さい 。 tt oO 


どら. 電源 線 の 接続 


取付 ば ね (3 カ所 ) を ヒー トシ ンク の 方 へ 押さ えて 、 
ルー プ フ ァ ス ナー を は ず す 。 
(取付 ば ね の 反動 に 注意 ) 


ルー プ フ ァ ス ナー 


ラベ ル の 表示 に し た が い 、 電 源 線 の 被覆 を 所 定 の a 
長 さ (10 一 1] TImm) に スト リッ プ す る 。 a ! ( 単 相 100、 ら 00V) 
(電源 線 は 適合 電線 を 使用 する ) RS | (1.6、2.0mm 単 線 ) 


アー ス 


a | 

電源 線 を 接続 する 場合 は 、 ア ー ス 線 以外 の 電源 線 フ i 

に 付属 の 保護 チュ ー ブ を 挿入 し 、 端 子 台 の 挿入 面 上 i = 

に 直角 に 奥 ま で 確実 に 差し 込む お 。 ei = 調 光信 号線 


(一 度 引 っ 張り 、 接 続 の 確認 を する ) : Hn. (3. 調 光 器 と の 
差し 込み に くい 場合 は 、 解 除 ボ タン を マイ ナス ド Pl 接続 を 参照 ) 
ライ バー で 押し な が ら 差 し 込む 。 スト リッ プ 

(適用 ドラ イ バ ー : 刃先 幅 6mm 以 下 、 先 端 厚 0.8 ゲー ジ 
mm 以下 ) 

※ 端 子 台 へ 差し 込む 際 、 芯 線 部 を 曲げ た り 、 ね じ っ た 状態 で 差し 込ま な い 。 (感電 、 火 災 の 原因 ) 


保護 チュ ー ブ 
(残り 2 本 は 送り 配線 用 ) 


アー ス 線 を 用 いて D 種 (第 三種 ) 設 置 工 事 を 施す 。 
( 不 完全 な 場合 に は 感電 の 原因 ) 


残り の 保護 チュ ー ブ を 使用 し 、 送 り 配 線 を ラベ ル 表 示 に し た が っ て 接続 する 。 
(送り 配線 は 照明 器具 専用 ) 
※ 送 り 容量 は 、 端 子 台 表示 に よら ず 3.8A 以 下 で 使用 する 。( 容 量 オ ー バ ー し た 場合 、 火 災 、 感 電 の 原因 ) 

【 当 社 製 ダ ウン ライ ト LED 賠 明 の 場合 、DL-D1502N・L / D1504N ・L の 場合 、19 台 が 目安 】 
※ 器 具 本 体 に 電源 線 を 接触 させ な い 。 (感電 、 火 災 の 原因 ) 


電源 線 の 配線 は 、 右 図 の よう に 正しく 挿入 する 。 [LT MG Ne 


(誤っ た 配線 を する と 、 発 熱 、 発 火 の 原 因 ) 


電源 線 を は ず す 場合 は 、 必 ず 電 源 を 切っ て か ら 解 除 ボ タン を マイ ナス ドライ バー な ど ご ど で 強 く 押 し な が ら 引 寺 抜 く 。 
(適用 ドラ イ バ ー : 刃先 幅 6mm 以 下 、 先 端 厚 0.8mm 以 下 ) 


9. 調 光 器 と の 接続 


調 光 信号 線 の 被覆 を 、 ラ ベル の スト リツ プ ゲー ジ に 合わ せ て 所 定 の 長 さ (⑧-9mm) に スト リッ プ す る 。 
( 詞 光 信号 線 に は の 0.、1. ら mm の 軟鋼 単 線 を 使用 する 。 よ り 線 は 使用 し な いで くだ さい 
※ 調 光 器 は PWM 調 光信 号 方 式 の も の を 使用 し て くだ さい 。 


方 式 の 異な る 調 光 器 を 使用 し た 場合 、 点 灯 し な か っ た り 故 障 に 至る お それ が あり ます 。 
調 光 端 子 台 と 調 光 器 と の 間 を 調 光信 号線 (2 本 ) で 接続 する 。 電源 8 し 
調 光 信号 線 を 接続 する 場合 は 、 調 光 用 端子 台 の 電線 挿入 穴 | 
に 芯線 を 確実 に 奥 ま で 差し 込む 。 必 要 に 応じ て 調 光 器 か ら 調 光 器 5 | eoeo|| a 
の 負荷 出力 を 電源 用 端子 台 に 接続 する 。( 軽 く 引 っ 張り 、 I 
接続 の 状態 を 確認 する ) _ 
端子 台 に 調 光信 号線 を 差し 込む お 際 は 、 プ ッシュ ボタ ン を 棒 Ps 
状 の 工具 で 直角 に 押し な が ら お こ な う 。 芯線 部 を 曲げ た り 
ね じ っ た 状態 で 差し 込ま な い 。 結線 例 ュ ま 3 

プッ シュ ボタ ン Fr 
使用 し な い 


Q 調 光 信号 線 を は ず す 場合 は 、 電 源 を 切り 、 プ ッシュ ボタ ン を 棒状 の 工具 で 直角 に 押し な が ら 引 き 抜 く 。 


※ 調 光 器 側 の 接続 に つき まし て は 、 調 光 器 の 取扱 説明 書 を ご 参照 くだ さ 


4. 天 井 に 取り 付け る 


取付 ば ね (3 カ所 ) を ヒー トシ ンク の 方 へ 押さ えた まま 、 埋 込 穴 に 端子 台 側 か ら 押 し 込み 、 

ゆっ くり と 押し 上 げ て 確実 に 取り 付け る 。 

※ 本 体 の 挿入 が 固い 場合 や 大 井 こ の すき 間 が で きる な どの 場合 は 、 少 し 回 転 さ せな が ら 押 
し 上 げ る か 、 ま た は 取付 ば ね を ゆっ くり と スラ イド させ な が ら 有 再度 挿 入 す る 。 


住宅 以外 の 断熱 施工 天井 の 施工 方 法 | 住宅 の 断熱 材 施工 天井 で は 使用 で きま せん 。 


の 住宅 以外 の 部 工 天井 で ご 使用 の 場合 の 施工 方 法 は 、 左 図 の 
20 通り で す 。 
5E | ーー ※ 電 源 線 は 断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 側 に くる よう に 配 弧 し ます 。 


断熱 材 ・ 防 音 材 ・ 可 燃 物 は 、 ヒ ー ト シン ク ・ 
端子 台 の 周囲 10cm 以 上 離す 。 
断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 部 は 20cm 以 上 必要 。 


器具 の 取り り は ず し 方 法 


必ず 電源 を 切っ て か ら 、 う 方 向 に 設け られ た 切り 欠き に ヘラ 状 の 工具 を 差し 込み 、~ 
フラ ンジ 部 分 と 天井 と の 間 に 指 を か け て ゆっ くり 器具 を 天井 と 平行 に | き 下 げ 、 
取付 ば ね を ヒー トシ ンク の 方 へ 押さ えな が ら 取 り は ず す 。 

(取付 ば ね の 反動 に 注意 ) 

※ 無 理 に 引き 下げ よう と する と 、 天 井 材 破損 の お それ が あり ます 。 


ヘン 状 金 上 ルー 


ーー ご 天井 と の すき ま を 開く 。 レ 


解除 ボタ ン を マイ ナス ドラ イ バ ー な ご で 強く 押し な が ら 、 電 源 線 を 引き 抜く 。 
(適用 ドラ イ バ ー : 刃先 幅 6mm 以 下 、 先 端 厚 0.8mm 以 下 ) 
プッ シュ ボタ ン を 棒状 の 工具 で 直角 に 押し な が ら 、 調 光信 号線 を 引き 抜く 。 


こん な と ざさ は ? a 


点灯 し な く な っ た 


修理 依頼 や お 問い 合わ せ の 
前 に 、 も う 一 度 お 調べ くだ 
お 調べ くだ さい 


e 天井 裏 が 高温 に な っ て いま せん か ? 保護 回 路 が は た らい て いま す 。 い っ 
た ん 、 電 源 を 切っ て 時 間 が た っ て か ら 、 再 度 点灯 確認 を し て くだ さい 。 


E 由 ちら つく 


一 時 的 な ノイ ズ の 影響 が 考え られ ます 。 一度 電 源 を 切っ て 、 再 度 
点灯 確認 し て くだ さい 。 
(使用 する 調 光 器 に よっ て ちら つく 場合 が あり ます ) 


則 一 明 明 る く 点 灯す る 
還 


e 調 光 器 に よっ て は 、 調 光 レ ベル と は 無関係 に 一 瞬 明 る く 点 灯す る 場合 
が あり ます が 、 製 品 の 不具 合 で は あり ませ ん 。 


形 名 


保証 と アフ ター サー ビス | 問 宮 | 
修理 を 依頼 され る と き は 持 込 修理 


人 「 こ ん な と き は ?」 を 調べ て くだ さい 。 


3 お 買 あ げ 販 売店 (工事 店 ) に 次 の こと を お 知ら せく だ さい 。 
・ 品名 : ダウ ン ラ イト LED 照 明 150/100 形 ・ 形 名 (上 記 の 形 名 ) 


それ で も 異常 が あめ る と き は 使用 を や め て 、 ・ 設置 完了 日 (上 記 年 月 日 ) ・ 故 障 の 状況 (具体 的 に ) 
必ず スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 ・ 住所 (近所 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さい 


e 保 証書 が 必要 な 場合 は 販売 
店 (工事 店 ) ま で お 申し 出 く 
だ さい 。 

* 保証 期間 … 設 置 完了 日 か ら 
1 年 間 で す 。 


保証 の 免責 事項 

e 保証 の 免責 事項 に つき まし 
て は 、 保 証書 、 ま た は カタ 
ログ を ご 参照 くだ さい 。 


CC 
・ お 名 前 ・ 電 話 番号 ・ ご 訪問 希望 


e 販売 店 (工事 店 ) ま で お 申し 出 く だ さい 。 


保証 期間 が 過ぎ て いる と き は 


e 修理 を すれ ば 使用 で きる 場合 に は 、 ご 希望 に より 有料 で 修理 させ て いた だ き 
ます 。 
| 補修 用 性 能 部 品 の 保有 期間 | 


e 当 社 は LED 照 明 の 補修 用 性 能 部 品 を 製品 の 製造 打 切 後 、6 年 保有 し て いま す 。 
e 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 


仕 粒 「 形 名 |DL-D1502N : DL-D1502L iDL-D1504N ! DL-D1504L | DL-D1002N : DL-D1002L ! DL-D1004N ! DL-D1004L 


埋 込 穴 寸法 


$125(—0 プ +2)mm 


定格 電圧 


AC1T00V/200V 


周波 数 


50Hz/60Hz 


消費 電力 


18.7W 13.4W 


LED 寿 命 


40.000 時 間 (人 光束 が 初期 光束 の 709% に 低下 する まで の 時 間 ) 


調 光 方 式 


PWM 調 光 信号 方 式 


調 光 範囲 


約 5 一 10096( 全 光 東 ) 
保護 チュ ー ブ (4 本 ) 


お 客 様相 談 セ ンタ ー 


固 ご 相談 受付 時 間 (年 末年 始 を 除く ) 月 曜日 一 金曜 日 午前 B 時 一 午後 5 時 (平日 の み ) 


カタ ログ 請求 また は 、 商 品 に 関す る ご 相談 は [よく ある 質問][ メ ー ル で の 


お 問い 合わ せ ] な ど は ホー ムペ 
ー ジ を と 活 用 くだ さい 。 


m= フリー ダイ ヤル 軸 

【@9. 0120 - 50 - 8562 FA の a 、/ 

(携帯 電話 ・PHS か ら も ご 利用 いた だ け ま す ) 06-6792-5993 シャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 

画 フ リー ダイ ヤル が ご 利用 で き な い 場合 は 06-6792-1582 http://www.sharp.co.jp/support/ 


く り 式 レム 本 社 〒545-8522 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 2 番 ら 号 
2 we 
ン ヤ ノ 株 ェ 会 社 健康 ・ 環 境 シ ステ ム 事 業 本 部 〒58 ] -8585 大 阪 府 八尾 市 北 重 井町 3 丁目 1 番 7 ら 号 


SOYINK TINSJA144SDRZ 10LS ① 


本 説明 書 は 、 再 生 紙 お よび 大 豆油 
イン キ を 使用 し て いま す 。 


